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　本書は、「授業がうまくいかない……」という、多くの教師たち
の切実な悩みに応えようとする内容です。
　読者の皆さんにとっては、「この本の内容が、教室で実際に役立
つのかどうか」が、一番大切なポイントとなるでしょう。
　机上の空論は避けねばなりません。もちろん、どのレッスンも私
自身が行ってきたことです。しかし、それだけでは不十分だと考え
ました。
　そこで、本書を書き上げるにあたって、自主研修会等でともに学
んでいる若い仲間を中心に、すべてのレッスンを多くの先生方に実
践してもらうことにしました。
　その上で、足りないことを補い、不要なものは削り、必要なこと
を新規に付け加えるなどしてできあがったのが、本書の５つのレッ
スンです。また、経験年数に応じて、無理なく実践できるようにレ
ッスン項目も調整しました。
　このようにして、現場の先生の意見を聞きながらつくりあげてき
たところが、本書の最大の強みだと考えています。
　各レッスンのはじめには、「実践者の声」として、実際に試して
もらった先生の感想を載せ、巻末にはＱ＆Ａを設けてあります。

　今の学校現場では、たとえ若い教師であろうと、ベテラン教師で
あろうと変わらない授業力が求められています。
　授業参観などで、保護者に対して「授業アンケート」が配布され
ると、「先生の授業がつまらない」との厳しいコメントが寄せられ
ることがあります。学校へ直接クレームがくることもあります。

まえがき
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　しかしながら、授業力の向上のために、授業についてじっくり考
える時間をとったり、同僚と深く語り合い切磋琢磨し合ったりする
ということが、ほとんどできないのが現状です。
　近年、学級担任の実務についてのハウツー本が若い教師を中心に
売れていると聞きますが、そういった背景が影響しているのだと思
います。「とにかく明日の教室を何とかしたい……」という思いが
強く表れているのでしょう。
　しかし、いざハウツー本を手にして明日は何とかできても、明後
日にはできなくなっているということが多く、本当に身に付くこと
はまれのようです。
　また、読んだ時には「なるほど」と思っても実践にはいたらずに、
結局は、次の書籍を買い求める、ということもあると聞きます。
　なぜ、このようなことが起こるのでしょうか。その原因としては、
次のようなことが考えられます。
　①そもそも実行が難しすぎる 
　②効果、成長が感じられない 
　③継続することが困難である
　本書もハウツー本には違いないのですが、この３つの問題点を克
服できるよう意識してあります。①と②については、現場で調整済
みです。最も難しい③の継続については、無理なく続けられるため
に、１レッスンにつき８項目としました。これらの８項目を繰り返
し実践することが最も大切です。ぜひ、１ヶ月は意識して取り組ん
でみてください。必ず違いを実感していただけることと思います。

　現在は、子供たちの様子も変化してきました。意図的・計画的な
学級づくりという土台がなければ、授業が成立しなという状況が見
られます。そこで、授業の前に学級経営をしっかりすべき、という
考えが主流です。実にもっともなことです。
　ですが、授業は年間に 1000 時間以上あります。
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　この 1000 時間をどうするのか考えずに、学級経営をまず行うと
いう考えには、私はやや疑問を感じています。
　学年のスタート時での計画的な学級づくりは必須だとしても、そ
の後の学級経営は授業の中でこそ具現化すべきだと思うのです。
　例えば、４年生の国語の授業で、子供が落語を覚え、友達の前で
発表する場面がありました。
　その際、ある教室では、聞く側の子供たちに教師が、「話し手が、
はっきり話しているか、間をとっているか、聞き手を見ているかを
チェックしながら聞きなさい」と、指示していました。
　同じ内容の授業を行った隣のクラスの教師は、聞き手の子供たち
に、「落語は聞き手が支えるのだよ。良い聞き手だと自然と話し手
は乗ってきて、話がどんどんうまくなるのだよ」と、伝えていまし
た。そのため、聞き手の子供たちは、実ににこやかな表情で、落語
に聞き入っていました。発表者の声が小さくても、「もっと大きな
声で」などと注意することもなく、逆に耳をよせ、聞き漏らすまい
としていたのです。当然、その場にはとても良い雰囲気が漂ってい
ました。
　どちらのクラスの方が、より良い学級になるかは明白ではないで
しょうか。
　このように、授業を通しての学級づくりこそ本筋だと私は信じて
います。本書の目指す、「上手な授業」とは、こうした学級づくり
にもつながる授業をイメージしています。
　実践の効果は実証済みですが、皆さんがさらに実践を積み重ねる
ことで、より良いものにしていきたいと考えております。ぜひとも
実践しての感想、ご批判などをお聞かせください。
　本書が一人でも多くの先生の授業力向上に役立てば幸いです。

　2015 年 春
瀧澤　真
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学級づくりは、
授業でもできるんだと
実感しました！

　今までは、とにかく授業の進度を遅らせないようにと、焦って進め
ることが多かったです。どうやったら効率よく教えられるのかばかり
にとらわれていました。
　でも、その前に、「一人の人間として、どう子供たちと人間関係を
つくっていくのかが大事」と教えていただき、今まで自分はそんなこ
とを考えてもみなかったと反省しました。授業は授業、人間関係づく
りは学級経営を通してと考えていました。
　ですが、このレッスン１の実践を行うことで、授業を通しても人間
関係づくりができるのだなと実感しました。
　実践は、どれもそんなに難しいことではありませんでしたが、ほん
のちょっとの工夫で子供たちが変わるのだなと実感しました。何より、
子供との距離がぐっと近づいたと感じています。
　でも、少し時間が経つと工夫を忘れてしまうこともあり、継続して
いくことが大切なのだと思いました。

Lesson1…実践者の声

（女性教諭／教師歴２年目）



13

　Lesson1-1  子供になりきって授業準備を始めよう

　どうやって教えるかの前に自分で実際に問題を解いてみると、子供の気
持ちがわかるような気がしました。子供になったつもりで素材研究をして、
熱く授業をすると、子供たちにも私の熱が伝染したかのように、活き活き
とし始めるのを感じました。授業で子供同士のやりとりも見違えるほど活
発になりました。

Lesson1-4  「わかる」「できる」で授業を始めよう

　振り返りから入ることはやることもありましたが、それ以外はあまり工
夫していませんでした。身近な話からはじめると、子供たちがぐっと興味
を持ったことが見て取れました。また、だれでも答えられるような問題を
だすと、これまであまり手を挙げなかったＨさんやＹさんが、進んで手を
挙げるようになったので、驚きました。

Lesson1-6  ほめて、ほめて、ほめよう

　 「ほめる」ことの大切さは知っていましたが、実際にはあまりほめてい
ませんでした。そこで、「すぐその場でほめる」ようにしたところ効果は
すぐに表れました。子供たちがものすごく意欲的になって、手を挙げる子
が増えました。また物静かな子が休み時間に私に話しかけてくるようにな
りました。

Lesson1-7  黒板の前に張り付くことをやめよう

　たしかに黒板の前で授業していることが多かったです。意識したことが
ありませんでした。おもしろいなと思ったのは、私が近づいていくだけで、
ちょっとさぼっていたような子があわててノートを取り始めることです。
私は別に注意しようと近づいていったのではないのですが（笑）、あと、
発表者と私の間に子供たちをはさむようにすると、発表者と私だけで話し
ているのではない感じになって有効でした。
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Lesson

1-1

教材をどう感じ、どうとらえるか、
教師の「主観」を大切にしたい

子供になりきって
授業準備を始めよう

　子供たちが授業を受ける際、同じ内容を教わっていても、楽しそ
うに教える教師と、つまらなそうに教える教師では、学習内容の身
につき方が格段に違ってくると言う専門家もいます。
　私も、長年の経験からその通りだなと実感しています。学力がぐ
んぐん伸びていくクラスの担任は、実に楽しそうに授業をしていま
す。
　では、楽しそうに教える教師と、そうではない教師の違いはどこ
から生まれるのでしょうか。
　その答えの鍵は、授業準備にあります。授業準備は、教材研究と
いうかたちで取りかかることが一般的です。しかし、すぐに「教材
として、いかに教えるか」を研究するのではなく、まず始めに自分
が子供になったつもりで、その問題を解いてみることをおすすめし
ます。
　入念な教材研究はその後で行いましょう。

　例えば、国語の授業で次の時間から物語の学習に入ることになっ

教師の「熱」こそが子供たちの意欲を高める

教材研究の前にすべきこと
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ワンポイント★アドバイス
いきなり全教科で実践するのは難しいでしょうか
ら、「この教科だけは！」と決めたものでぜひ取
り組んでみてください。おそらく、子供の反応の
違いを目の当たりにして驚くことでしょう。

た場合に、すぐに指導書を読んだり、発問を考えたりする先生が多
いと思います。しかし、その前に、一読者として素直に、子供にな
ったつもりで読んでみるのです。
　すると、「いいなぁ」と思う部分があったり、「ここはちょっとわ
かりにくいなぁ」などと感じる部分があったりします。
　教材を分析的に読むのが、やや冷めた読み方だとすれば、子供に
なったつもりで読むというのは、主観的な、熱い読み方です。この
「主観」を大切にしましょう。
　自分が感動した場面は、おそらく多くの子供たちも感動するでし
ょう。自分がひっかかりを感じた部分に、同様に引っかかりを感じ
る子供が多いはずです。
　子供たちに作品づくりをさせるような授業も同じです。子供に絵
を描かせる前に自分で描いてみる、新聞づくりをさせる前に自分で
作成してみるなど、まずは実際にやってみましょう。すると、その
活動の魅力や苦労を実感するはずです。体育なども、無理のない範
囲でやってみると良いでしょう。運動が苦手な子の気持ちがわかる
かもしれません。
　このように、主観をベースに授業をすれば、子供たちとの共感が
生まれ、自然と熱が入ります。すると授業をしている時の楽しさが
違ってくるはずです。その結果、子供も意欲的になります。
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Lesson

2-1

この時間で何を学ぶのか
はっきりしない授業が意外に多い

何を学ぶのかを
はっきりさせよう

　何をすればいいのか、何ができるようになればいいのかが不明瞭
な授業があります。
　ある社会科の授業でのことです。
　教師は子供たちに「寒い地方」の特色を挙げさせました。この話
し合いに10分かかりました。
　それから、「暖かい地方」についてさらに10分話し合いをさせま
した。話し合いはそれなりに盛り上がりましたが、いったい何のた
めに意見を発表させているのか、授業開始後20分経ってもわかり
ませんでした。
　授業の導入段階では、早めに本時の課題を示し、見通しを持って
学習に取り組めるようにする必要があります。
　例えば、先ほどの場合は、はじめに次のように子供たちに説明し
ます。
　 「今日は、寒い地方と暖かい地方のどちらが住みやすいかという
論題で討論します。資料をもとにして、こんな理由があるから、こ
っちのほうが住みやすいという意見を出し合いましょう。」
　このように明確な課題を示せば、子供たちはより深く、積極的に
話し合いに臨むことができるようになります。

はやめに学習課題を示そう！
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ワンポイント★アドバイス
明確な学習課題を示すためには、指導者自身が「今
日、子供たちに何を身につけさせるのか」という
ことをすばりと言えるように、教材研究をしてお
くことが大切です。

　課題を示す時に、ちょっとした工夫をすると、子供たちのやる気
がさらに増します。例えば、
　 「今日は、難しい問題をやるので、ほとんどの人はわからないと
思うよ。」　
　などと挑発的な言葉を入れてみましょう。すると、
　 「難しくないよ、できるよ。」
　と意欲的になる子がいるはずです。そういう子を大いにほめまし
ょう。するとほかの子供たちにも、頑張ろうという気持ちが広がっ
ていきます。
　また、どのくらい頑張れば良いかの目安も示しましょう。
　 「アサガオの観察をする時に、どんなことに気をつけてみればい
いかな。気をつけたほうがいいことをできるだけたくさん考えてみ
よう。５つ考えられたら天才だね。」
　このように具体的な数を示すとより効果的です。
　 「じゃあ７つ考えたら大天才かな。」
　などと、話に乗ってくる子供もいるはずです。２つ、３つで満足
してしまう子供たちに、さらに考えるように促すこともできます。

課題を与える時に一工夫を




